
10／11（水）の行事

報道発表資料の配付日時 １０月 ５日（木）１３時００分

発 表 項 目 「廃棄物適正処理推進月間における廃棄物運搬車両に対する街頭指導」及び
「令和５年全国一斉路上軽油抜取調査」の合同実施について

（行 事 名）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

日時 令和５年１０月１１日(水) 午前１０時００分～正午まで

概 要 ※ 悪天候により当日の実施が困難な場合は、１０月１２日(木)に延期します

場所 登別市富浦町３丁目
北海道開発局室蘭開発建設部室蘭車両計測所(国道３６号線沿い)

「廃棄物運搬車両に対する街頭指導」 「全国一斉路上軽油抜取調査」

主催：胆振・日高地域廃棄物不法処理対策戦略 主催：胆振総合振興局
会議 胆振地区ワーキンググループ 課税課

苫小牧道税事務所課税課
参加機関 協力：室蘭警察署
胆振総合振興局環境生活課、登別市、 室蘭開発建設部
（公社）北海道産業資源循環協会日胆支部、
環境省北海道地方環境事務所 不正軽油の一掃と軽油引取税の適正・公平な課

協力：室蘭警察署 税を図るため、全国４７都道府県が連携し、一斉
室蘭開発建設部 に抜取調査を実施します。

廃棄物の不法投棄などの不適正処理を未然に ○ 内 容
防止するため、１０月の廃棄物適正処理推進月 (1) 主要幹線道路においてトラック等の燃料を
間にあわせ、廃棄物運搬車両を対象とした街頭 抜き取り、重油や灯油などが不正に使用され
指導を実施します。 ていないかを調査します。

(2) 異常な燃料油が検出された場合は迅速に追
○ 内 容 跡調査し、特に悪質な脱税事案は刑事告発し
軽油引取税調査のため停止した車両のうち、 ます。

廃棄物運搬車両に対して積載物及び運搬基準の
遵守を確認するとともに、啓発資材を配布する ○ 北海道の実施体制
など、廃棄物の適正処理について啓発します。 １４総合振興局等及び７道税事務所が参加し、

全道各所で同時に実施。

参 考

報 道 ( 取 材 ) 全国４７都道府県の申し合わせにより、ラジオ、テレビ、インターネットは、１０月１１日の午

に 当 た っ て 後３時以降、新聞は１０月１１日の夕刊(最終版)以降に報道されるようご協力お願いします。

の お 願 い なお、車両ナンバーや会社名等の個人情報が特定されないようご配慮をお願いします。調査結果
については、翌日資料配付を予定しています。

報道の ラジオ・テレビ・インターネット １０月１１日（水）午後３時以降 幹事社

解禁日 新 聞 １０月１１日（水）夕刊 以降 協議済

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 胆振総合振興局保健環境部環境生活課（担当者：主幹 伊東）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ０１４３－２４－９５０９
内線 ２９５１

胆振総合振興局課税課（担当者：課税課長 大西）
ＴＥＬ ０１４３－２４－９５１０
内線 ２３２０



 

 

令和５年度全国一斉路上軽油抜取調査の実施について 

 

１ 内容 

ディーゼル車の燃料として重油や灯油による不正軽油を使用した事案が全国的に

発生し、摘発を強化しておりますが、依然として後を絶たない状況となっていま

す。 

このことから、昨年度につづき本年度においても全国４７都道府県が連携し、令

和５年（2023年）１０月１１日（水）に全国一斉に路上抜取調査を行います。 

 

２ 令和４年度(2022年度)の実施結果 

(1) 全国４６都道府県分 （※実施見送り…１件） 

実施箇所数１２７箇所、従事職員数１，３９１人で抜取調査を実施し、採油本

数２，６０８本のうち混和嫌疑数は１６本でした。【検出０．６％】 

(2) 北海道分 

道内１２箇所、従事職員数１０９名で抜取調査を実施し、採油本数１７６本

のうち混和嫌疑数は０本でした。【検出率０．０％】 

※胆振総合振興局 採油本数１３本 混和嫌疑数０本 

 

３ 採取燃料の分析方法 

重油や灯油には「クマリン」という識別剤が含まれていることから、採取した燃

料に、この識別剤が含まれているかどうかを検査します。 

「クマリン」とは、桜の葉などの植物の葉や花に含まれる無色の結晶で、軽油引

取税の脱税を目的とした違法な混和行為を防止するために、灯油などの軽油周辺油

種に添加されています。 


